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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

○看護課課内研修の実施について

　研修内容「アウトリーチ支援事業」

講　師：阿部　大MNS　　対象者　看護上級者
日　時：H24.6.25(月)　11:10～11:30/17:10～17:30
場　所：病院2F会議室
＊出席表への入力をH24.6.24(日)までに行うこと。
　看護課共有→看護グループ事業→グループ事業→教育研修→H24出席表
○第1回院内研修の実施について
　研修内容「青南病院の目指す方向性について」
日　時：H24.6.26(火)､27日(水)　17:30～18:30
場　所：メンタルケア病棟4階　メモリアルホール
講　師：佐々木AOM
＊出欠予定の記入を行うこと。
教育委員会⇒平成24年度教育委員会⇒平成24年度院内研修⇒第1回院内研修
⇒24年度院内研修出欠表
○NPO法人｢メンタル･ケア･サポート｣の会員総会､｢自殺予防｣の研修の開催について

　日　時：H24.6.23(土)　11:00～

　場　所：メンタルケア病棟3階

○社員旅行の実施について

　H24.6.20(水)～H24.6.21(木)の日程で社員旅行(1班)が行われることとなっている。旅程等については各自確認しておくこと。

○永年勤続者の海外研修について

・5年勤続者､10年勤続者の海外研修が行われることとなっている。出席の可否を確認。不参加者は欠席届を6.30までにA.O.Mに提出すること。

＜新患情報＞

山田　とわ様(78)

現在､長男夫婦･孫夫婦･ひ孫と6人で暮らしている。H23年5月より､｢あそこの木に人が登っている｣｢帽子を被った人がいる｣等の幻視が出現。また､同時期より､家族とのやり取りにおいて､些細なことで被害的感情を抱きやすくなり､家族に対して｢私が悪いのか｣等と興奮して言い返すことが増えていた。認知機能の低下については殆ど認められない様子。認知症の鑑別診断及び幻視等の症状の鎮静化を目的として､今回当院へ受診相談がある。H24.6.16(土)受診予定。

わかさ　たかゆき様(26)

　現在､八戸市にて職場の寮にて生活している。

　H21年4月に陸上自衛隊へ就職し､八戸駐屯地に配属となった。同時期より､業務量が多いことや､新たに覚える内容が増加したことで強いｽﾄﾚｽを抱き､抑うつ感･不安感等の症状が出現。翌5月より､集中力が低下し､業務中に思考力が低下して､業務が行えなくなることが認められていた。睡眠も悪化し､中途覚醒が目立っていた。その後も上記症状が持続して､H21年秋頃より､上司から叱られる度に､｢自分が全部悪い｣等と自責感を強く感じるようになっていた。また､焦燥感､意欲の低下等の症状が出現。｢人に会いたくない｣と感じて､公休日は自宅で臥床して過ごすようになっていた。その後も抑うつ感･不安感･焦燥感､意欲の低下､不眠等の症状が持続し､業務に支障も出ていたが､上司や同僚に相談することもなく業務を続けていた。H23年5月､野外訓練(毎年行われ､毎回上司に怒鳴られていた経緯があり､ｽﾄﾚｽを感じていた)が行なわれる前に､｢訓練に行ったら､いつもみたいに上司に怒鳴られる｣｢訓練に行きたくない｣等と強い恐怖心を抱き､｢体の痛みで､心の痛みを紛らわせる｣ことを理由として､棒で自身の足を殴り､腱を2本切断する怪我を負い､田名部整形外科へ1ヶ月程入院していた。その後も同様の理由で､2～3回程､風邪薬を過剰に服薬(50錠以上)することがあった。『怒られる』と予想した業務を遂行する前に不安が強まり､上記の行動に至っていた様子。H24年4月頃より､抑うつ感が強まり､｢楽しい等の感情を感じなくなった｣等の感覚が認められていた。同年5月､職場の健康診断にて心理検査(詳細未確認)を実施した際､ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞが必要と判断され､ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを開始。ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞについては､職場の上司や同僚へは､本人の希望により伝えていなかった。同月､抑うつ感･不安感等の症状が増悪して､寮の自室で過量服薬(風邪薬を50錠程)を行っていた。脱力､軽度の意識混濁が認められていたが､自室で臥床し､徐々に意識が回復。脱力等の症状も軽減し､病院への受診は行われていなかった。翌6月､ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞにて上記のことを報告したところ､担当の臨床心理士より精神科への受診を勧められ､当院へ受診相談がある。H24.6.18(月)受診予定で､職場の上司が同伴する予定。また､職場の健康診断にて行われた心理検査の結果も持参していただく予定。

目時　彩香様（20歳）

H21年4月に現在の職場(未確認)へ就職。詳細は不明であるが､業務内容や職場内での対人関係等に悩んでいた様子。抑うつ､不安､運動性緊張等の症状は不明瞭であるが､H23年末頃より手洗い､自宅や車両の戸締りへの制縛感が強まり､常同的に手洗い行為や施錠の確認行為を繰り返す様になっていた。上記の様な制縛感や強迫観念は不快なもので､苛々感･焦燥感が強まり､睡眠も不安定となっていた。また､頭痛や腹痛等の身体不調が出現することもあった。強迫観念及び強迫行為により職場への出勤が遅れることや､業務中に頻回に手洗い行為等を行い､業務へ支障を来たすこと等があり､症状の改善を目的として今回当院へ受診相談がある。

＜入院予定＞

入院予定日：H24.6.16(土)　

中居　松男様（69歳：男性）　統合失調症、悪性症候群

悪性症候群の治療を目的として､H2012.3.27八戸市立市民病院へ転院。転院時は筋硬直著名で重度の意識障害を有していたが､薬物調整等により徐々に身体症状は回復。意識障害及び筋硬直が持続していたことから電気痙攣療法を計10回実施して上記症状が回復される。同院での治療が終了したことから､精神科での治療を継続する為､H24.6.23当院へ転入院となる予定。

入院予定日：H24.6.19(火)

藤井　博様(63歳:男性)　アルコール依存症

H19.11.16～H20.1.14当院にてアルコール依存症治療プログラムを目的とした入院治療を行なっていた。病感･病識は乏しく､退院後間もなく再飲酒していた。飲酒による社会機能障害を来たしてH21年には働いていた八戸西検診プラザを懲戒解雇されている。その後､山形県内の医療機関にて働いていたが､飲酒及び飲酒による問題は続いていた。複雑酩酊を来たすこともあった。今回､当院でのｱﾙｺｰﾙ依存症治療ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実施を希望して､当院へ入院相談がある。主治医に相談し､H24.6.19(火)当院へ入院予定となっている。

入院予定日：H24.6.21(木)

戸鎖　由美子(43歳:女性)　躁うつ病

育児等に悩み､抑うつ感･不安感等の症状が強まり､H21.3.30花園ｸﾘﾆｯｸ(青森市)を受診。以後同院への通院を継続。同院が閉設となったことから､その後芙蓉会病院や小田桐ﾒﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸ等へ転医して通院を継続。その後も症状は動揺的で､抑うつ症状は遷延としていた。H23.10.24よりささクリニックへ転医して､以後同院への通院を継続。その後も症状は動揺的で､動悸･呼吸苦等の身体症状が強まることや､希死念慮が強まり過量服薬やリストカット等の自傷行為が頻回に繰り返されていたことから入院治療が検討されて､H24.6.4同院の紹介により当院を初診。職場環境の調整を行った後に入院治療を開始することとしており､H24.6.21(木)入院予約となっている。

入院相談：H24.6.18(月)

馬渡佐知子様（33歳：女性）　統合失調症

先日生活保護費を紛失したことから､抑うつ感､不安感が増悪。その後､幻聴や妄想等の症状も増悪して､更に情動が不安定となっていた。日常生活が困難となった場合は入院治療の適応となる。次回はH24.6.18(月)受診予定となっており､状況を確認していく。

入院相談：H24.6.21(木)

沼畑　紀夫様（68歳：男性）

H24.1.11早期胃癌の内視鏡胃粘膜下層剥離手術を施行。同月14日､脳梗塞を発症。左内頚動脈閉塞に対して脳外科にて血管内除去術が施行された。脳梗塞の後遺症として､軽度の片麻痺(上下肢)､失語､失認を有していた。H24.1.26､リハビリテーションを目的として､三戸中央病院へ転院。H24.3.10自宅へ退院。退院後は妻と2人暮らしとなるが､失語､失認等により家族の介護負担が強まっており､また､睡眠が不安定となることや､易怒性が強まり妻への攻撃的な発言が目立つ様になっていたことから､H24.4.5家族の休養を目的として､八戸赤十字病院[精神科]へ入院。入院後は睡眠の安定化及び情動の安定化が図れており､他害行為･衝動行為等に至ることはなく経過。睡眠及び情動も安定しており､同院での入院が長期となっていたこともあり､家族と今後の治療環境について検討。家族より当院への転院希望があり､当院へ相談がある。

入院相談：H24年6月下旬(現在調整中)

角濱　ユキ子様（39歳：女性）

　現在､子(9歳)･母･祖母と4人で暮らしている。夫は岩手県石巻市にて単身赴任中。

　時期は不明であるが､飲酒が習慣化して､24歳時にｱﾙｺｰﾙ性肝障害の治療を目的として､茨城県内にある病院へ入院。退院後も飲酒を継続しており､26歳時に三沢市立病院へｱﾙｺｰﾙ性肝障害の治療を目的として入院。退院後も､飲酒は継続され､家族に隠れて飲酒するようになっていた。その後､連続飲酒状態となり､H23.5.18ｱﾙｺｰﾙ性肝不全､肝硬変の治療を目的として､青森労災病院を受診し､同日入院。同院主治医より､ｱﾙｺｰﾙ依存症の治療を勧められ､H23.7.16退院と同時に湊病院への受診を勧められていたが､同院へ受診することはなかった。H24年9月に青森労災病院への通院を自己の判断で中断し､同時期より､飲酒を再開していた様子。家族が不在時に飲酒し､空き缶等も家族が見えないところで捨てており､家族より飲酒について聞かれた際も否定していた。時期は不明であるが､連続飲酒状態となり､日中から飲酒するようになって､飲酒量が増加(本人の話では､1750ml/日[ﾁｭｰﾊｲ])。依然として､家族に隠れて飲酒しており､家族に聞かれた際は飲酒を否定していた。H24年5月下旬より､食欲の低下､歩行の不安定さが認められていた。H24.5.30意識が消失し､青森労災病院へ入院。同院にてｱﾙｺｰﾙ性肝不全､肝性脳症と診断され､点滴療法を実施。徐々に意識が回復し､食事経口摂取や内服も可能となっていた。H24.6.11深夜､無断で病院を離院し､自宅へ戻ることがあった。治療の継続が必要であった為､青森労災病院へ帰院。その後も薬物療法を継続し､内服のみの治療となり､退院が検討されていた。同院主治医より､ｱﾙｺｰﾙ依存症に対する治療を勧められ､本人･家族も希望したことから､当院へ入院相談がある。

＜栄養指導＞

平　京子様（58歳：女性）　統合失調症

H24.6.12､外来受診の際に主治医肥満と肝機能障害を指摘されていた。また､中性脂肪が高値となっており､食事内容について指導を行っている。大豆製品や野菜･茸類･海藻類等を摂取していくことを勧めている。また､以前よりコーヒーに使用する砂糖の量は5gから3gに減量することとしており､実行できていると話していた。デイケアでもサラダを意識して摂取する様にしている様であるが､マヨネーズをやや多量に使用している。朝はパン摂取しているが､マーガリンを多量に使用することから､使用量は調整していくことを指導している。

小平　祐子様（54歳：女性）　躁うつ病

夫が購入する惣菜が揚げ物･肉類が多いことを話していた。最近は外食することが増え､体重も2kg増量していた。外食や買い物の方法を検討･指導している。また､｢野菜を多く摂取する様に｣等と調理方法は工夫しており､その内容を指導している。膝の痛みを訴えることもあり､体重減少を目的とした食事療法及び運動療法を検討している。

＜本日の外来情報＞

川村　亨様

腰痛が持続していることを話していた。主治医より体調管理や腰部に負担が課せられない動作･日課を行うことを指導している。

関　秀治様

理由は不明確であるが､｢腎機能は大丈夫ですか？｣と自身の身体機能に関する不安を訴えている。前回の血液検査の結果等から主治医に質問している。主治医より異常ないことを伝えている。

久保興介様

｢近日中に新聞配達を始めたい｣と話している。自立支援法サービス給付受給証の有効期限がH24.6.30となっており､更新について検討している。自立支援法下のサービス利用は考えていないとのことで､更新申請は行わないこととしている。

